
　地元の元気な生産農家が朝採り取れたての新鮮な野菜や果
物を畑から直送します。季節ごとの旬なものを味わうことが
できます。
　その他、手作りパンや漬物などの加工品も販売します。
　売り切れる場合がありますので、お早めにお越しください。

　

国
内
へ
の
本
病
ウ
イ
ル
ス
の
持
ち

込
み
は
、
複
数
の
ル
ー
ト
で
渡
り

鳥
が
運
ん
で
き
た
と
推
測
さ
れ
、

今
年
も
そ
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
侵
入
防
止

対
策
の
徹
底
が
重
要
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
可
能

性
の
あ
る
野
鳥
な
ど
が
近
づ
か
な

い
よ
う
に
小
屋
に
は
金
網
や
防
鳥

ネ
ッ
ト
（
２
ｃ
ｍ
角
以
下
）
を
張

り
、餌
や
水
は
小
屋
の
中
に
置
き
、

餌
が
小
屋
の
周
辺
に
散
乱
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飼
育
し
て
い
る
鳥
は
毎

日
観
察
し
、
世
話
を
し
た
後
は
必

ず
手
洗
い
と
う
が
い
を
し
ま
し
ょ

う
。
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

連
続
し
て
死
亡
す
る
な
ど
の
異
常

が
あ
れ
ば
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
連
絡
先

・
家
き
ん（
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず

ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
）

　

城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
９
６
８（
４
６
）２
０
７
５

・
愛
玩
鳥（
家
き
ん
以
外
）

　

菊
池
保
健
所

　

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
１
３
５

・
野
鳥

　

菊
池
地
域
振
興
局
林
務
課

　

☎
０
９
６
８（
２
５
）1
0
3
9

　

こ
れ
ま
で
入
居
資
格
の
所
得
条

件
を「
月
額
が
１
５
８
、０
０
１
円

以
上
の
世
帯
」と
し
て
い
ま
し
た

が
、規
則
の
改
正
に
よ
り
12
月
１

日
か
ら
、「
１
３
９
、０
０
１
円
以

上
の
世
帯
」と
な
り
ま
し
た
。

▼
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

サ
ン
・
ヒ
マ
ワ
リ
あ
い
お
い

　

合
志
中
央
団
地

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
０
４

　

読
み
書
き
・
計
算
な
ど
で
脳
の

健
康
維
持
増
進（
認
知
症
予
防
）の

た
め
の
教
室
受
講
者
と
、そ
の
運

営
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア（
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
）を
募

集
し
ま
す
。

▼
期
間　

平
成
25
年
１
月
〜
３
月

　

初
回　

１
月
18
日（
金
）

　

隔
週
金
曜
日

▼
と
こ
ろ　

み
ど
り
館

【
受
講
者
】

▼
対
象

65
歳
以
上
の
人
で
毎
週
１
回

学
習
教
室
へ
の
参
加
と
、毎
日

10
分
程
度
の
自
宅
学
習
が
可

能
な
人

▼
時
間　

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
内
容

教
材
を
使
っ
て
、簡
単
な
読
み

書
き
・
計
算

▼
参
加
費　

１
回
２
０
０
円

　
（
教
材
・
保
険
料
代
）

▼
募
集
人
数　

16
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

【
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
】

▼
対
象

市
民
で
、高
齢
者
の
心
身
の
健

康
増
進
に
理
解
が
あ
る
人

（
交
通
費
程
度
支
給
）

▼
活
動
時
間　

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
２
時
間

▼
活
動
内
容

教
室
運
営
補
助
・
受
講
者
の
学

習
支
援

▼
申
込
締
切

　

平
成
25
年
1
月
7
日（
月
）

▼
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎　
（
２
４
２
）７
０
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
２
）６
６
３
５

インフォメーション I N FO RMA T ION

▼
と
き　
　

平
成
25
年
１
月
12
日（
土
）

（
少
雨
決
行
）

受
付
時
間　

午
前
7
時
45
分
〜
8
時
45
分

▼
と
こ
ろ　
　

県
農
業
公
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
内
・
周
辺
道
路

▼
参
加
費　
（
一
人
あ
た
り
）　

小
中
学
生
５
０
０
円

高
校
生
・
一
般
１
、０
０
０
円

▼
申
込
方
法　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
・
御
代
志
市
民
セ

ン
タ
ー
・
須
屋
支
所
・
泉
ヶ
丘

支
所
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込

書
に
参
加
料
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
日
は
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
の
み
）

▼
申
込
期
限

　

12
月
19
日（
水
）

　

午
後
５
時
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

　

☎（
２
４
８
）５
５
５
５

第
７
回
合
志
市
民
健
康

カ
ン
ト
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

入
居
資
格
を
緩
和

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

鳥
を
守
る
た
め
に

募
　

集

毎月第4日曜日に好評開催中

すみっこの台所  ☎ 247-3099問い合わせ先

元 気 市プチマル
シェ

プチマル
シェ合志の合志の

午前８時（販売開始）～１１時まで
※なくなり次第終了します。なお、雨天の場合は中止することもあります。

と き 12月23日（日）

ところ元気の森公園
（泉ヶ丘市民センターそば）

１２月の元気市は、もち米・イモ類がお目見えする予定で
す。お正月準備にいかがでしょうか。

脳
い
き
い
き
教
室
み
ど
り
館

受
講
者・学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
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●委員の仕事
　・自治基本条例の運用状況確認および検証の審議
　・自治基本条例の啓発に関すること　など
●募集人数
　　４人（作文などを参考に選考します）
●任期
　　平成25年２月４日から２年間
●募集期限
　　平成25年１月７日（月）

　重度の障がいのある人の日常生活の便宜を図り、福
祉の増進に資することを目的として、自立生活支援用
具などの日常生活用具を給付しています。

●購入前に申請が必要です。原則として、購入費の１
割を利用者が負担することになります。

●用具ごとに障がい内容や年齢などの対象要件と基準
額が定められています。

●応募方法
　住所、氏名、年齢、電話番号を明記のうえ、「応募の理
由」および「合志市のまちづくりについて思うこと」の作
文（800字以内）を企画課まで提出してください。応募は、
持参、郵送、ＦＡＸまたはＥメールでお願いします。
　なお、様式は問いませんが、標準応募用紙を企画課 
政策企画班（合志庁舎）に備えています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

応募・問い合わせ先

問い合わせ先

企画課　政策企画班（合志庁舎）　〒 861-1195　合志市竹迫 2140　
☎ 248-1813  FAX248-1196　E メール kikaku @city.koshi.lg.jp

福祉課　障がい福祉班（西合志庁舎）　☎ 242-1149

日常生活用具の給付を行っています

まちづくりに参加しませんか

自治基本条例推進委員会委員を募集
　市では、まちづくりをすすめるための基本的なルールとして「合志市自治基本条例」を制定し、市民・市議会（議員）・
市の執行機関（市長および市職員）の三者の参画と協働によるまちづくりをすすめています。この自治基本条例の運用
状況を確認し、条例の基本的な事項について調査・審議する機関として「合志市自治基本条例推進委員会」を設置して
います。

　委員には、各種団体から推薦された委員のほかに、市民の皆さんからの公募による委員も選任することとしており、
改選に伴い委員を募集します。

主な日常生活用具の種類

介 護・ 訓 練
支 援 用 具

特殊寝台、特殊マット、特殊尿器、入浴担架、体位変換器
移動用リフト、訓練いす、訓練用ベッド

自 立 生 活
支 援 用 具

入浴補助用具、便器、歩行支援用具（移動・移乗支援用具）、頭部保護帽
特殊便器、自動消火器、電磁調理器、聴覚障がい者用屋内信号装置など

在 宅 療 養 等
支 援 用 具

透析液加温器、ネブライザー（吸入器）、電気式たん吸引器
酸素ボンベ運搬車、盲人用体温計（音声式）、盲人用体重計
動脈血中酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター）、人工内耳体外装置

情報・意志疎通
支 援 用 具

携帯用会話補助装置、情報・通信支援用具、点字ディスプレイ、点字器
人工内耳用電池、点字タイプライター、視覚障がい者用ポータブルレコーダー
視覚障がい者用活字文書読上げ装置、視覚障がい者用拡大読書器、盲人用時計
聴覚障がい者用通信装置、聴覚障がい者用情報受信装置、人工喉頭など

排 泄 管 理
支 援 用 具 ストマ装具、紙おむつなど
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